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ふくいスマートデコミッショニング技術実証拠点（スマデコ）視察風景

【就任時敦賀地区現場視察の様子】

原
子
力
機
構
の
事
業
推
進
に
関
し
、
平
素

よ
り
多
大
な
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
4
月
１
日
付
で

敦
賀
事
業
本
部
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
原

子
力
機
構
副
理
事
長
の
林
で
す
。

原
子
力
を
め
ぐ
る
状
況
は
、
今
、
大
き
く

変
化
し
て
お
り
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現
と
い

う
人
類
共
通
の
課
題
に
向
け
て
、
安
全
確
保

を
大
前
提
に
原
子
力
を
し
っ
か
り
と
活
用
し

て
い
く
と
い
う
動
き
が
出
て
き
て
お
り
ま

す
。
こ
う
し
た
中
で
、
当
機
構
も
「
原
子
力

科
学
技
術
を
通
じ
て
、
人
類
社
会
の
福
祉
と

繁
栄
に
貢
献
す
る
」
と
い
う
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を

掲
げ
、「
原
子
力
自
体
を
持
続
可
能
に
す
る

た
め
の
研
究
開
発
」「
原
子
力
利
用
の
多
様

化
に
向
け
た
研
究
開
発
」「
原
子
力
と
再
生

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
相
乗
効
果
の
た
め
の
研
究
開

林孝浩 敦賀事業本部長
2025年4月1日付で、敦賀事業本部長（副理事長）に林孝浩が 
就任いたしました。就任にあたってのメッセージをお届けいたします。

敦賀事業本部長
（副理事長）

林
はやし

　孝
たか

浩
ひろ

原
子
力
機
構
誕
生
か
ら
20
年
、

　
　
　
さ
ら
な
る
発
展
へ
の
努
力
を

発
」
を
３
つ
の
柱
と
し
て
研
究
開
発
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

敦
賀
事
業
本
部
が
進
め
て
い
る
「
ふ
げ
ん
」

「
も
ん
じ
ゅ
」
の
廃
止
措
置
や
敦
賀
総
合
研

究
開
発
セ
ン
タ
ー
の
地
域
と
の
連
携
活
動
等

は
、
原
子
力
施
設
の
廃
止
措
置
技
術
の
確
立

を
通
じ
て
原
子
力
自
体
を
持
続
可
能
に
す
る

も
の
で
あ
り
、
ま
た
新
た
に
建
設
を
予
定
し

て
い
る
新
試
験
研
究
炉
は
中
性
子
利
用
等
を

通
じ
原
子
力
利
用
の
多
様
化
を
目
指
す
も
の

で
す
。
い
ず
れ
も
、
重
要
な
研
究
開
発
で
あ

り
、
安
全
確
保
を
第
一
に
、
し
っ
か
り
と
前

に
進
め
、
成
果
を
地
元
、
さ
ら
に
は
社
会
全

体
に
還
元
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。本

年
度
は
、
日
本
原
子
力
研
究
所
と
核
燃

料
サ
イ
ク
ル
開
発
機
構
が
統
合
し
、
当
機
構

が
誕
生
し
て
か
ら
20
年
に
な
り
ま
す
。
こ
れ

ま
で
の
20
年
間
の
経
験
や
知
見
を
活
か
し
、

更
な
る
発
展
に
向
け
て
職
員
一
丸
と
な
っ
て

努
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

引
き
続
き
、
ご
理
解
と
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「ふげん」視察風景

就任就任
ご挨拶ご挨拶
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もんじゅREPORT「もんじゅ」のロゴマーク
智慧の象徴の文殊菩薩が乗って居られる 

「獅子」をイメージしたもの

〜ナトリウム機器の解体準備〜
廃止措置作業の状況（第2段階）

２
次
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
冷
却
系
の�

�

解
体
撤
去

「
も
ん
じ
ゅ
」
廃
止
措
置
計
画
の
第

２
段
階
（
２
０
２
３
年
度
〜
２
０
３
１

年
度
）
に
お
け
る
ナ
ト
リ
ウ
ム
機
器
の

解
体
準
備
に
お
い
て
、
２
次
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
冷
却
系
の
解
体
撤
去
を
２
０
２
５

年
４
月
14
日
か
ら
開
始
し
ま
し
た
。

こ
の
作
業
は
、「
も
ん
じ
ゅ
」
の
廃

止
措
置
に
お
い
て
初
と
な
る
ナ
ト
リ
ウ

ム
機
器
の
解
体
撤
去
で
あ
り
、
第
３
段

階
に
実
施
す
る
主
要
な
ナ
ト
リ
ウ
ム
機

器
の
解
体
撤
去
に
向
け
た
重
要
な
ス

テ
ッ
プ
に
も
位
置
づ
け
ら
れ
ま
す
。

２
次
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
冷
却
系
は
、
運

転
時
に
お
け
る
プ
ラ
ン
ト
の
保
守
点
検

時
に
炉
心
内
の
熱
を
除
去
す
る
小
規
模

な
冷
却
系
統
で
す
。
非
放
射
性
の
ナ
ト

リ
ウ
ム
を
使
用
し
て
い
ま
す
が
、
ナ
ト

リ
ウ
ム
は
す
で
に
系
統
内
か
ら
抜
き
取

ら
れ
て
お
り
、
配
管
等
の
内
面
に
薄
く

付
着
し
て
い
る
状
態
か
ら
の
解
体
撤
去

と
な
り
ま
す
。

今
回
の
解
体
撤
去
を
通
じ
て
、
ナ
ト

リ
ウ
ム
を
安
定
化
す
る
処
理
の
実
証
、

配
管
等
の
内
面
に
残
る
ナ
ト
リ
ウ
ム
量

を
実
際
に
測
定
し
て
事
前
の
評
価
値
と

の
比
較
を
す
る
な
ど
、
将
来
の
本
格
的

な
ナ
ト
リ
ウ
ム
機
器
の
解
体
に
向
け
た

デ
ー
タ
収
集
を
行
い
ま
す
。

炭
酸
塩
化
法
に
よ
る�

�

ナ
ト
リ
ウ
ム
の
安
定
化
処
理

安
定
化
す
る
処
理
は
、
化
学
的
に
活

性
な
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
、
化
学
反
応
に

よ
っ
て
不
活
性
な
化
合
物
に
す
る
プ
ロ

セ
ス
で
あ
り
、
原
子
力
機
構
大
洗
原
子

力
工
学
研
究
所
等
で
す
で
に
実
績
が
あ

る
「
炭
酸
塩
化
法
（
※
）」
を
用
い
ま

す
。
こ
の
処
理
に
よ
り
、
水
分
を
含
む

炭
酸
ガ
ス
を
注
入
し
て
ナ
ト
リ
ウ
ム
を

「
炭
酸
塩
」
に
変
化
さ
せ
る
こ
と
で
、

配
管
切
断
時
に
お
け
る
空
気
中
の
水
分

と
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
反
応
を
防
止
し
ま

す
。
２
０
２
６
年
度
か
ら
２
０
２
７
年

度
に
か
け
て
、
機
器
・
配
管
の
解
体
撤

去
を
進
め
て
い
き
ま
す
が
、
今
後
も
、

国
内
初
の
高
速
炉
廃
止
措
置
の
成
果
普

及
の
た
め
、
安
全
を
最
優
先
に
解
体
撤

去
を
進
め
る
と
と
も
に
、
技
術
習
熟
や

各
種
検
証
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

２次メンテナンス冷却系空気冷却器

２次メンテナンス冷却系循環ポンプ
：１次系
：２次系
：１次メンテナンス冷却系
：２次メンテナンス冷却系

２次メンテナンス冷却系
概略断面図

：Na配管・機器
：管理区域
：解体範囲

ベーパ
トラップ

空気冷却器

循環
ポンプ

膨張
タンク

中間熱交換器

管理区域

空気冷却器用
送風機

蒸気発生器 過熱器

空気
冷却器中間熱

交換器

Aループ

Cループ

Bループ

中間熱
交換器

ポンプ

メンテナンス冷却系

ポンプ 空気冷却器

「もんじゅ」原子炉施設を上から見た図

※�

炭
酸
塩
化
法
︙ 

 

少
量
の
水
蒸
気
を
含
む
湿
り
炭
酸
ガ
ス（
ま
た

は
炭
酸
ガ
ス
と
不
活
性
ガ
ス
と
の
混
合
ガ
ス
）

を
注
入
す
る
こ
と
で
︑ナ
ト
リ
ウ
ム
を
安
定
な

化
合
物
で
あ
る
炭
酸
塩
に
変
化
さ
せ
る
ナ
ト

リ
ウ
ム
の
処
理
方
法

保温設備（解体前）

保温設備（解体後）
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ふげんREPORT「ふげん」のロゴマーク
慈悲の象徴の普賢菩薩が乗って居られる

「象」をイメージしたもの

〜遠隔自動溶接・検査装置の開発状況〜
原子炉本体解体に向けた取組み

溶
接
品
質
を
保
つ
基
本
設
計
を
経
て�

２
０
２
５
年
度
か
ら
詳
細
設
計
へ

「
ふ
げ
ん
」
で
は
、
原
子
炉
本
体
の
解
体

に
お
い
て
、
放
射
性
物
質
に
よ
る
汚
染
の
拡

大
防
止
や
放
射
線
被
ば
く
低
減
の
観
点
か
ら

原
子
炉
上
部
に
解
体
用
プ
ー
ル
を
設
置
し
、

水
中
で
解
体
を
行
う
計
画
と
し
て
い
ま
す
。

解
体
用
プ
ー
ル
は
、
原
子
炉
本
体
と
の
接

合
面
で
の
漏
え
い
リ
ス
ク
を
最
小
化
す
べ
く

原
子
炉
本
体
に
直
接
溶
接
し
ま
す
。
そ
の
際

の
被
ば
く
低
減
の
た
め
、
遠
隔
か
つ
自
動
で

溶
接
・
検
査
を
行
う
装
置
（
概
念
図
参
照
）

の
開
発
を
進
め
て
い
ま
す
。

遠
隔
自
動
溶
接
・
検
査
装
置
に
お
い
て
、

溶
接
の
品
質
を
高
く
保
つ
た
め
に
は
、
遠
隔

環
境
で
の
ス
ム
ー
ズ
な
作
動
や
溶
接
接
合
部

の
ひ
ず
み
等
へ
の
対
応
な
ど
を
あ
ら
か
じ
め

考
慮
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た

め
、
２
０
２
３
〜
２
０
２
４
年
度
に
溶
接
の

条
件
を
決
定
す
る
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
試
験

を
行
い
、
装
置
の
基
本
的
な
設
計
を
進
め
ま

し
た
。

２
０
２
５
年
度
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
の
基

本
設
計
の
結
果
を
基
に
、
装
置
全
体
の
部
品

選
定
や
制
御
シ
ス
テ
ム
、
安
全
設
計
、
具
体

的
な
製
作
図
の
作
成
等
、
詳
細
な
設
計
に
入

り
ま
す
。
引
き
続
き
、
安
全
で
確
実
な
原
子

炉
解
体
の
準
備
を
計
画
的
に
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

溶接接合部

原子炉本体解体用プール設置イメージ

マニピュレータ
（ロボットアーム）

解体用プール

原子炉本体

遠隔自動溶接・検査装置

遠隔自動溶接装置　概念

溶接アーク
監視カメラ

溶接トーチ
ワイヤ
供給ノズル

照明

カメラ
カメラ

遠隔自動検査装置　概念

現像液

噴射
ノズル

エアブロー
ノズル吸引ノズル

原
子
力
機
構
で
は
、
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
制

度
（
※
１
）
の
社
会
定
着
に
向
け
て
、
廃
止

措
置
作
業
で
発
生
す
る
廃
棄
物
の
う
ち
、
リ

サ
イ
ク
ル
可
能
な
資
源
で
あ
る
ク
リ
ア
ラ
ン

ス
金
属
（
※
２
）
を
再
利
用
す
る
た
め
の
理

解
促
進
活
動
を
、
自
治
体
や
電
力
事
業
者
な

ど
と
連
携
し
て
進
め
て
い
ま
す
。
２
０
２
４

年
度
は
敦
賀
市
を
は
じ
め
県
内
自
治
体
の
ご

協
力
の
も
と
、
公
共
施
設
等
に
「
ふ
げ
ん
」

の
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
金
属
を
再
利
用
し
て
製
造

し
た
サ
イ
ク
ル
ス
タ
ン
ド
（
写
真
）
を
あ
わ

ら
市
に
２
台
、
敦
賀
市
に
１
台
設
置
し
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
製
品
は
福

井
県
内
全
17
市
町
に
も
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
後
も
、
こ
の
よ
う
な
環
境
負
荷
の
低

減
に
つ
な
が

る
取
組
み
を

継
続
し
、
理

解
促
進
、
循

環
型
社
会
の

実
現
に
貢
献

し
て
ま
い
り

ま
す
。

※ 

1　

ク
リ
ア
ラ
ン
ス
制
度
︙
放
射
性
廃
棄
物
の

う
ち
︑
放
射
能
濃
度
が
低
く
︑
人
体
へ
の
影
響

が
ほ
と
ん
ど
な
い
も
の
に
つ
い
て
︑
国
の
許
可
・

確
認
を
受
け
て
︑
一
般
の
産
業
廃
棄
物
と
同
様

に
再
利
用
ま
た
は
処
分
で
き
る
制
度
︒

※ 

2　

ク
リ
ア
ラ
ン
ス
金
属
…
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
制

度
に
お
い
て
国
の
確
認
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
︑

一
般
の
有
価
物
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
し
資
源
の

有
効
利
用
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
︒

ク
リ
ア
ラ
ン
ス
制
度
を
活
用
し
た

サ
イ
ク
ル
ス
タ
ン
ド
の
設
置設置したサイクルスタンド

（あわら市）
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つるそうけんNEWS （「つるそうけん」とは、
敦賀総合研究開発センターの略称です。）

事
業
の
概
要

敦
総
研
で
は
、
原
子
力
関
連
業
務

を
地
域
産
業
の
活
性
化
や
育
成
等
に

つ
な
げ
る
た
め
に
、
２
０
０
５
年
か

ら
地
元
企
業
へ
の
支
援
活
動
を
推
進

し
て
い
ま
す
。
本
活
動
は
、
２
０
２

０
年
３
月
に
策
定
さ
れ
た
福
井
県
の

嶺
南
Ｅ
コ
ー
ス
ト
計
画
で
も
、「
多

様
な
地
域
産
業
の
育
成
」
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と
し
て
位
置
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
活
動
の
中
核
と
な
る
の
が
技

術
課
題
解
決
促
進
事
業
で
す
。
こ
の

事
業
は
、
機
構
業
務
の
中
で
発
生
す

る
技
術
課
題
の
解
決
を
目
的
に
、
地

元
企
業
か
ら
提
案
さ
れ
る
ア
イ
デ
ア

に
つ
い
て
、
実
用
化
の
成
立
性
を
見

極
め
る
事
業
（
課
題
解
決
型
・
企
業

提
案
型
）
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

本
事
業
は
、
２
０
２
４
年
度
末
ま

で
の
15
年
間
で
１
３
１
テ
ー
マ
、
１

６
６
課
題
を
実
施
し
て
お
り
、
そ
の

中
に
は
、
実
用
化
の
た
め
の
共
同
研

技
術
課
題
解
決
促
進
事
業
に
つ
い
て

　

  
〜
２
０
２
４
年
度
の
実
績
と
２
０
２
５
年
度
の
募
集
〜

地
域
産
業
支
援
活
動

究
に
よ
る
技
術
の
実
用
化
や
商
品
化
だ

け
で
な
く
特
許
出
願
等
に
ま
で
発
展
し

た
例
も
あ
り
ま
す
。

２
０
２
４
年
度
の
事
業
実
績

２
０
２
４
年
度
は
、「
ふ
げ
ん
」、

「
も
ん
じ
ゅ
」
を
は
じ
め
敦
賀
地
区
で

７
テ
ー
マ
９
課
題
（
課
題
解
決
型
）
及

び
１
テ
ー
マ
（
企
業
提
案
型
）
に
つ
い

て
、
地
元
企
業
か
ら
ア
イ
デ
ア
の
提
案

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
は
、
そ
の

中
で
「
も
ん
じ
ゅ
」
の
課
題
解
決
に
関

す
る
提
案
実
績
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

「
も
ん
じ
ゅ
」
で
は
、
設
備
を
冷
却

す
る
た
め
に
取
水
口
か
ら
汲
み
上
げ

る
海
水
中
の
ゴ
ミ
（
海
藻
や
貝
殻
な

ど
）
を
除
去
す
る
た
め
、
海
水
ス
ト

レ
ー
ナ
と
呼
ば
れ
る
装
置
が
設
置
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
中
に
は
ゴ
ミ
を
捕
獲

す
る
バ
ス
ケ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
バ
ス
ケ
ッ
ト
は
大
き
い
も
の
で
約�

２
５
０
kg
も
の
重
量
が
あ
る
た
め
、
狭

い
取
水
口
の
現
場
で
移
動
等
が
し
づ
ら

い
と
い
う
難
点
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
安
全

か
つ
容
易
に
取
扱
い
で
き
る
よ
う
市
販

の
油
圧
式
ド
ラ
ム
缶
用
リ
フ
ト
を
改
造

し
、
フ
レ
ー
ム
等
を
ス
テ
ン
レ
ス
化
し

て
塩
害
対
策
を
施
し
た
バ
ス
ケ
ッ
ト
の

移
動
用
治
具
を
試
作
し
ま
し
た
。
今

後
、
頻
繁
に
対
応
が
必
要
と
な
る
冬
季

や
海
が
荒
れ
た
際
に
使
用
感
を
試
す
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

２
０
２
５
年
度
の
募
集

２
０
２
５
年
度
は
、
６
月
４
日
（
敦

賀
市
）、
５
日
（
福
井
市
）
に
オ
ー
プ

ン
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
機
構
の
技

術
課
題
（
ニ
ー
ズ
）
を
紹
介
し
ま
し

た
。（https://soudan.jaea.go.jp/

technology/prom
otion/index.htm

l

）

地
域
企
業
の
皆
様
か
ら
の
解
決
ア
イ

デ
ア
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
応
募
く
だ
さ
い
（
募
集
締
め
切
り
７

月
４
日
）。

〜2025年度技術課題解決促進事業の募集テーマ〜
●「ふげん」関連
　・大量処理を考慮した伝熱管のレーザ半割れ手法の検討・調査
　・原子炉本体解体等に使用する水中把持ツールの検討・試作

●「もんじゅ」関連
　・配管の機械切断時における補助カップリングの検討・試作
　・ 高所作業におけるセーフティブロック引込み用ロープ干渉

対策治具の検討・試作

●ナトリウム技術関連
　・グローブボックス用ナトリウム蒸気捕集装置の検討・試作

2024年度事業実績／「もんじゅ」海水ストレーナー内バスケットの移動用治具の試作

写真1　 バスケット移動用治具全景、  
主な改造点

写真2　 バスケット移動時の状態  
（バスケット模擬体による）

シリンダマスト
（ステンレス化）

シリンダマスト倒れ防止
（補強材）

フレーム（ステンレス化、
左右前輪フレーム延長）

シリンダ

バスケット模擬体（質量
はウエイトにて模擬）
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つ る ほ ん だ よ り

池
いけ

田
だ

　心
ここ

美
み

（福井県敦賀市出身）
森
もり

　裕
ひろ

章
あき

（奈良県生駒市出身）

桶
おけ

谷
たに

　公
こう

輝
き

（福井県敦賀市出身）
垣
かき

見
み

　偉
い

月
つき

（福井県敦賀市出身）

辻
つじ

野
の

　航
こう

汰
た

（福井県大野市出身）
木
き

浦
うら

　滉
こう

太
た

（滋賀県大津市出身）

2025年度2025年度

新入職員新入職員紹紹介介
2025年度  新入職員9名が

敦賀地区に配属となりました。

浅
あさ

川
かわ

　陽
ひ

葵
より

（福井県福井市出身）

新型転換炉原型炉ふげん
安全・品質保証部　安全管理課

先輩職員の方々から学んだことを吸収し、
日々成長していきます。

新型転換炉原型炉ふげん
廃止措置部　設備保全課

信頼される職員になれるよう
一生懸命頑張ります。

新型転換炉原型炉ふげん
廃止措置部　計画管理課

安全を第一に、廃止措置のスペシャリスト
を目指して頑張ります。

高速増殖原型炉もんじゅ
廃止措置部　技術実証課

一人前の職員となれるよう、
日々精進していきます。

高速増殖原型炉もんじゅ
安全・品質保証部　安全管理課

安全第一を心掛けて業務に
取り組んでいきたいです。

高速増殖原型炉もんじゅ
安全・品質保証部　品質保証課

いち早く仕事を覚えて
貢献できるよう頑張ります。

高速増殖原型炉もんじゅ
管理課

１日でも早く、先輩方のように
活躍できるよう頑張ります！

敦賀総合研究開発センター
先進技術開発課

これまでの経験を活かしつつ “心機一転”
頑張りたいと思います。

敦賀事業本部
総務課

業務をいち早く覚え、しっかりとこなすことで
機構や敦賀の地に貢献したいと思います。

按
あん

田
だ

　左
さ

助
すけ

（愛知県岩倉市出身）

山
やま

口
ぐち

　賢
けん

志
し

朗
ろう

（京都府向日市出身）

原子力機構歓迎式（全体） 敦賀地区配属新入職員
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つ る ほ ん だ よ り

地
元
企
業
と
の
連
携

地
元
企
業
と
の
連
携

　
　
〜
廃
止
措
置
工
事
の
情
報
交
換
会
を
開
催
〜

　
　
〜
廃
止
措
置
工
事
の
情
報
交
換
会
を
開
催
〜

「
も
ん
じ
ゅ
」
は
、
２
０
１

８
年
度
か
ら
廃
止
措
置
作
業
に

着
手
し
、
２
０
２
３
年
度
か
ら

は
水
・
蒸
気
系
等
発
電
設
備
の

解
体
撤
去
工
事
を
開
始
、
２
０

２
５
年
度
か
ら
は
発
電
機
、
復

水
脱
塩
装
置
、
主
給
水
ポ
ン
プ

等
の
大
型
機
器
を
解
体
す
る
計

画
と
し
て
い
ま
す
。

２
０
２
５
年
度
か
ら
開
始
す

る
解
体
撤
去
作
業
（
大
型
機
器

解
体
撤
去
）の
契
約
に
つ
い
て
、

元
請
企
業
が
決
定
し
た
こ
と
か

ら
、
２
０
２
５
年
４
月
24
日
、

公
益
財
団
法
人
若
狭
湾
エ
ネ
ル

ギ
ー
研
究
セ
ン
タ
ー
が
主
催
す

る
「
廃
止
措
置
工
事
に
係
る
元

請
会
社
と
の
情
報
交
換
会
」
に

お
い
て
、
元
請
企
業
の
協
力
の

も
と
、
地
元
企
業
を
対
象
に
、

廃
止
措
置
工
事
へ
の
参
入
促
進

を
目
的
と
し
た
工
事
概
要
を
説

明
す
る
と
と
も
に
、
意
見
交
換

等
を
実
施
し
ま
し
た
。

情
報
交
換
会
は
、
計
17
社
の

企
業
に
参
加
い
た
だ
き
、
第
一

部
は
解
体
撤
去
工
事
の
概
要
と

し
て
、
原
子
力
機
構
か
ら
全
体

説
明
に
参
加
い
た
だ
い
た
地
元

企
業
の
皆
様
に
向
け
て
こ
れ
ま

で
の
進
捗
及
び
解
体
撤
去
範
囲

に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。
元

請
企
業
か
ら
は
工
事
の
具
体
的

内
容
や
必
要
と
な
る
技
術
要
件

を
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。
第

二
部
で
は
工
事
参
加
に
関
心
の

あ
る
地
元
企
業
と
元
請
企
業
と

の
個
別
面
談
を
実
施
し
ま
し
た
。

原
子
力
機
構
で
は
、
地
元
企

業
の
皆
様
に
本
工
事
へ
参
加
い

た
だ
き
、
協
力
関
係
の
も
と
、

と
も
に
安
全
・
確
実
・
効
率
的

に
廃
止
措
置
工
事
を
進
め
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り�

ま
す
。

●
毎
回
楽
し
く
拝
読
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
原
子
力
に
対
す
る
取
組
み

が
明
確
に
理
解
で
き
、よ
か
っ
た
で
す
。

�

（
敦
賀
市
）

●
原
子
力
に
つ
い
て
の
学
習
が
必
要
。
本

誌
も
学
習
教
材
に
な
る
と
良
い
。

�

（
敦
賀
市
）

●
ど
の
記
事
も
興
味
深
く
楽
し
く
拝
読

い
た
し
ま
し
た
。
特
に「
ふ
る
さ
と
紀

行
」は
歴
史
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
よ

か
っ
た
で
す
。�

（
敦
賀
市
）

●
誰
か
が
や
ら
な
く
て
は
い
け
な
い�

大
変
な
お
仕
事
を
、頑
張
っ
て
お
ら
れ

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。�（
大
阪
市
）

ご
意
見
は
内
部
で
共
有
す
る
と
と
も

に
、今
後
の
業
務
に
活
か
し
て
ま
い
り 

ま
す
。

　
本
紙
に
添
付
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
ご

協
力
、 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
お
寄
せ

い
た
だ
い
た
ご
意
見
の
一
部
を
ご
紹
介
い

た
し
ま
す
。 ご

意

見

箱

日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
敦
賀
事
業
本
部

☎
０
７
７
０
（
23
）
３
０
２
１

https://w
w
w
.jaea.go.jp/04/

xturuga/shiki/shiki.htm
l

〔
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
〕

荒井副本部長より廃止措置への取組み状況説明地元企業と元請企業との個別面談
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発
行
所 

■ 

日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構 

敦
賀
事
業
本
部
＝
〒
９
１
４

−

８
５
８
５ 

敦
賀
市
木
崎
65
号
20
番
地

☎
０
７
７
０
（
23
）
３
０
２
１ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttps://w

w
w

.jaea.go.jp/04/turuga/ （
２
０
２
５
年
６
月
発
行
）

つ
る
が
の
四
季

つ
る
が
の
四
季
─

№ 146

北
前
船
か
ら
荷
揚
げ
さ
れ
た
昆
布
を

職
人
が
加
工
し
、一
大
産
地
に

敦
賀
の
名
産
品「
お
ぼ
ろ
昆
布
」。
そ
の
製

造
技
術
が
２
０
２
５
年
３
月
28
日
、国
の
無

形
民
俗
文
化
財
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
列
島
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る
敦
賀

は
古
く
か
ら
日
本
海
海
運
の
要
衝
と
し
て
栄

え
ま
し
た
。
昆
布
は
北
方
か
ら
の
交
易
品
の

一
つ
で
、北
前
船
の
寄
港
地
だ
っ
た
敦
賀
で

は
江
戸
後
期
頃
か
ら
昆
布
の
加
工
技
術
が
盛

ん
と
な
り
、お
ぼ
ろ
昆
布
が
生
産
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
昆
布
を
荷
揚
げ
で
き
る

港
が
あ
り
、昆
布
を
商
う
廻
船
問
屋
が
あ
り
、

昆
布
を
加
工
す
る
職
人
が
い
る
と
い
う
好
条

件
が
重
な
り
、敦
賀
の
お
ぼ
ろ
昆
布
は
発
展
。

他
の
地
域
の
職
人
た
ち
も
次
第
に
敦
賀
に
集

ま
り
、一
大
産
地
を
形
成
し
て
い
っ
た
の
で

す
。敦

賀
市
文
化
・
交
流
推
進
課
係
長
で
学
芸

員
を
務
め
る
奥
村
香き

ょ
う
こ子
さ
ん
は
、「
こ
う
い
っ

た
歴
史
的
背
景
に
加
え
、敦
賀
の
昆
布
職
人

は
一
人
ひ
と
り
が
技
を
磨
い
て
特
徴
あ
る
製

品
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
要
素

が
地
域
的
特
色
の
あ
る
技
術
と
し
て
文
化
財

登
録
の
評
価
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
」と

解
説
し
ま
す
。

道
具
へ
の
こ
だ
わ
り
や
工
夫
の

積
み
重
ね
で
技
術
が
磨
か
れ
る

「
敦
賀
の
お
ぼ
ろ
昆
布
の
製
造
技
術
を
国

が
認
め
て
く
れ
た
の
は
い
い
こ
と
で
す
。
地

場
産
業
と
し
て
ま
す
ま
す
発
展
し
て
く
れ
れ

ば
」と
話
す
の
は
昆
布
職
人
の
髙
橋
衛
さ
ん
。

子
ど
も
の
頃
か
ら
家
業
を
手
伝
い
、自
ら
も

職
人
に
。
こ
の
道
58
年
の
ベ
テ
ラ
ン
で
す
。

技
術
へ
の
こ
だ
わ
り
は
職
人
に
よ
り
様
々

で
す
が
、髙
橋
さ
ん
が
特
に
重
視
す
る
の
が

包
丁
で
す
。
昆
布
を
削
る
専
用
包
丁
は
先
端

を
わ
ず
か
に
曲
げ
て
使
用
。
刃
先
を
曲
げ
る

こ
と
を「
ア
キ
タ
を
入
れ
る
」と
い
い
、ア
キ

タ
の
入
れ
方
次
第
で
お
ぼ
ろ
昆
布
の
出
来
栄

え
が
変
わ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

包
丁
は
削
っ
て
い
く
う
ち
に
刃
先
が
摩
耗
し
、

切
れ
な
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。
髙
橋
さ
ん
は

常
時
３
〜
５
枚
の
刃
を
傍
ら
に
置
き
、20
〜

30
分
使
っ
た
ら
研
ぎ
直
し
て
切
れ
味
を
保
っ

て
い
ま
す
。

そ
の
他
、包
丁
を
挟
む
ハ
サ
ミ
台
や
研
ぎ

器
な
ど
、職
人
た
ち
は
各
自
使
い
や
す
さ
や

生
産
性
を
考
え
な
が
ら
道
具
を
工
夫
。
そ
の

積
み
重
ね
に
よ
っ
て
技
術
が
磨
か
れ
、現
在

へ
と
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

文
化
財
と
し
て
の
価
値
を
強
み
に

産
業
支
援
に
も

同
じ
昆
布
の
加
工
品
で
あ
る
と
ろ
ろ
昆
布

が
ブ
ロ
ッ
ク
状
に
し
た
昆
布
を
機
械
で
削
る

の
に
対
し
、お
ぼ
ろ
昆
布
は
一
枚
の
昆
布
の

表
面
を
手
作
業
で
削
り
取
っ
て
い
き
ま
す
。

「
昆
布
は
一
枚
一
枚
厚
み
も
幅
も
違
い
ま

す
。
こ
れ
を
均
一
の
薄
さ
で
削
る
の
は
経
験

と
感
覚
が
必
要
。
機
械
で
は
で
き
ま
せ
ん
」

と
髙
橋
さ
ん
。
技
術
の
習
得
に
は
経
験
と
年

数
を
要
す
る
こ
と
も
あ
り
、最
盛
期
の
昭
和

50
〜
60
年
代
に
は
約
６
０
０
人
い
た
昆
布

職
人
は
、現
在
１
０
０
人
足
ら
ず
に
。
高
齢

化
も
進
み
、技
術
の
継
承
は
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
無
形
民
俗
文
化
財
へ
の
登
録
は

「
観
光
や
産
業
と
し
て
だ
け
で
な
く
、文
化

的
価
値
が
認
め
ら
れ
た
の
が
大
き
い
」と
奥

村
係
長
。
今
後
は
市
民
の
意
識
醸
成
も
図
り
、

さ
ら
な
る
価
値
向
上
や
産
業
支
援
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
と
さ
ら
に
前
を
向
い
て
い
ま
す
。

⃝

こ
の
記
事
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

敦
賀
市
文
化
・
交
流
推
進
課

　
　
　

 　
０
７
７
０

−

２
２

−

８
１
５
３

おぼろ昆布は北海道産の真昆布を酢に漬け込んで柔らか
くし、専用包丁で表面を薄く削り取って作られます。その
厚みは用途に応じて0.01～0.05ミリ。シュッ、シュッと勢
いよく削ることで、なめらかなおぼろ昆布が漉き上がります。

専用包丁は20～30分おきに研いで刃先を調整します。研
ぎ直した包丁にアキタを入れたものが右の写真。わずか
に曲がった刃先を当てるとカーブが昆布の表面に引っ掛
かり、かき取るように薄く昆布を削ることができます。

敦賀を代表する昆布職人 髙橋衛さ
ん。2023 年度には卓越した技術を
持つ「現代の名工」、2024 年には黄
綬褒章（業務精励）に選ばれています。

敦賀美浜敦賀美浜敦賀美浜

敦
賀
が
誇
る「
お
ぼ
ろ
昆
布
」の

　
製
造
技
術
が
文
化
財
に
無
形

民
俗

文
化
財
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